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令和元年第９回中津川市教育委員会（定例会）議事録 

 
 
日    時  令和元年７月１７日（水） 午後 1時 30分～ 

 

場    所  にぎわいプラザ 4－1会議室 

 

出席委員  教育長  本多 弘尚 

              委 員  小栗 仁志 田島 雅子  林 由美   三尾 和樹 

 

事務職員  小関事務局長・小木曽教育次長（兼）学校教育課長・川合事務局次

長（兼）教育企画課長（兼）施設計画推進室長・大巾文化スポーツ

部長・小栗施設計画対策官・花田教育研修所長・河合幼児教育課

長・西尾発達支援センターつくしんぼ所長（兼）発達支援センター

どんぐり所長・太田阿木高等学校事務長・池戸生涯学習スポーツ課

長（兼）少年センター所長（兼）勤労青少年ホーム所長・原文化振

興課長（兼）市史編さん室長・林鉱物博物館長（兼）東山魁夷心の

旅路館 

 

会議日程   1 開            会 

       2 前回議事録の承認 

3 教 育 長 報 告 

4 議            事 

5 閉 会 

 

日程 議  事 件    名 結 果 

第１ 議第２４号 
令和２年度に使用する小学校及び中学校用教科用

図書の採択について 
承 認 
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■教育長 ただいまから令和元年第９回中津川市教育委員会を開催します。 

 日程第２、前回の議事録の承認については、回議といたします。 

 日程第３、教育長報告をいたします。 

 ６月２７日は市議会の最終日でした。２８日は西小学校へ教育長訪問、７月４日

に山口小、川上小、９日は坂下中へ訪問しました。保育園の教育長訪問は、１日は

阿木保育園、坂本保育園、５日は中津川保育園、１６日は坂下保育園、川上保育園

へ訪問しました。 

 ６月２９日は中体連の市大会が雨の中行われました。３０日は文化協会総合文化

祭、７月２日は少年の主張大会に出席しました。７日は社会を明るくする運動中津

川市大会、８日は安心安全まちづくり市民会議、同日、中津商業高校の活力ある高

校づくり推進協議会に出席しました。９日は東京オリンピック・パラリンピックの

ホストタウン実行委員会、１０日はやさか校区の移動教育委員会、１１日は校長会、

１３日は南さくら幼稚園運動に出席しました。 

 今後の主な予定です。２２日に中学生タイ研修結団式があります。３０日から８

月２日まで岐阜サマー・サイエンス・スクールが実施されます。８月２０日は生徒

会サミットがあります。 

 以上です。 

 次に事務局及び文化スポーツ部からそれぞれ報告をします。小関事務局長、報告

をお願いします。 

■事務局長 前回の教育委員会以降の行事等についてご報告します。 

 ６月２７日は市議会本会議最終日でした。上程しました条例改正案、補正予算案

ともに原案どおり可決いただきました。夜は子ども子育て会議に出席しました。２

８日は西小学校の教育長訪問がありました。 

 ７月３日は加子母保育園、付知保育園の教育長訪問に同行しました。４日は山口

小学校、川上小学校の教育長訪問に同行しました。５日は中津川保育園の教育長訪

問に同行しました。 

 ６日は新ふくおか小学校統合準備委員会総務部会で土岐市立濃南小学校と多治見

市立池田小学校の視察に同行させていただきました。濃南小学校が平成２７年竣工、

池田小学校は平成２５年竣工と、比較的新しい最近の小学校の校舎の様子を見学さ

せていただきました。 

 ８日は安全安心まちづくり市民会議に出席しました。９日は坂下中学校の教育長

訪問がありました。１０日は坂下公民館で移動教育委員会を開催しました。１１日

は校長会に出席しました。１２日は蛭川保育園、北野保育園の教育長訪問に同行し

ました。１６日は坂下保育園、川上保育園の教育長訪問に同行しました。 
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 今後の予定です。１８日に市議会文教民生委員会の所管事務調査が予定されてお

ります。幼児教育の現状、課題及び今後について、議員の中の文教民生委員会の委

員になっている議員に説明を行う予定です。１９日に福岡保育園と苗木保育園の教

育長訪問が予定されています。今年度の保育園への教育長訪問はこれで終了します。

２５日には移動教育委員会が加子母ささゆり会館で行われますのでよろしくお願い

します。３０日から８月２日までサマー・サイエンス・スクールを開催します。昨

年に引き続き馬籠ふるさと学校が会場となります。８日に口腔保健協議会理事会が

開催されます。２０日に生徒会サミットが行われます。教育委員の皆様のお手元に

ご案内の文書をお配りさせていただいております。議場が１３時から開会しますの

でよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

■教育長 次に大巾文化スポーツ部長、報告をお願いします。 

■文化スポーツ部長 文化スポーツ部に関わる主な行事や事業について報告します。 

 ６月２６日、Ｂ＆Ｇ財団の評議委員会が東京で開催され、青山市長が理事に選任

されました。任期は本日より２年です。その後理事会が開催され、市長が出席して

おります。６月２７日、市議会６月定例会が閉会しました。７月１日、人事異動の

辞令交付式を行いました。生涯学習スポーツ課の河合一輝が政策推進課へ、後任に

加子母総合事務所から桂川真嗣が異動となっています。同日、東濃総合体育大会結

団式とリレーマラソン反省会が開催されました。２日、少年の主張中津川市大会が

坂下総合体育館で開催され、最優秀賞に坂本中学校３年北原優月さんが選出されま

した。４日、図書館機能検討委員会が開催されました。５日、阿木市政懇談会が開

催されました。７日、東濃総合体育大会開会式が開催されました。同日、社会を明

るくする運動及び街頭啓発活動が開催されました。７月は「青少年の非行・被害防

止全国強調月間」として様々な活動が実施されます。９日、ホストタウン実行委員

会設立総会を開催しました。同日、ねんりんぴっく岐阜２０２０実行委員会が開催

されました。１４日、第４２回付知町柔道大会が開催されました。 

 今後の予定です。７月１８日、「ライオンズクラブＹＣＥ事業」で市内にホーム

ステイするスイス人派遣生が市長を表敬訪問します。同日から２７日まで、米国女

子レスリングチームの夏季合宿の受け入れを行います。期間中は市内の子どもたち

との交流会やレセプションが開催されます。２２日、中学生タイ研修結団式が開催

されます。３０日から８月２日、岐阜サマー・サイエンス・スクール２０１９ｉｎ

中津川が開催されます。７月３１日、図書館協議会が開催されます。 

 ８月１日、遠山家伝来資料調査委員会が開催されます。２日、市長及び議長によ

る県要望がされます。６日、中津川市ねんりんぴっく実行委員会設立総会を開催し
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ます。７日から１２日、中学生タイ研修が実施されます。 

 今後の予定です。８月１３日、臨時議会を招集していただく予定です。案件は後

ほどの協議会で文化振興課長から説明させていただきますが、文化会館の改修に係

る案件です。 

 以上です。 

■教育長  

 日程第４、議事に入ります。 

 議事日程第１議第２４号「令和２年度に使用する小学校及び中学校用教科用図書

の採択について」は、非公開としたいと思います。これは人事案件ではありません

が、教科書採択の公正確保及び適切な審議環境を整える観点から、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第１４条第７項に規定する「その他の事件」に該当する

と考えられますので、本日傍聴者はみえませんが、この議案及び審議結果について、

採択結果が発表される８月３１日まで非公開としたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

■教育長 それでは、議第２４号「令和２年度に使用する小学校及び中学校用教科

用図書の採択について」は、非公開審議といたします。 

 事務局から説明をお願いします。 

小木曽教育次長。 

 

〔 事務局から資料に基づき説明 〕 

 

■教育長 ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等がありましたらお願い

します。 

 小栗委員。 

■小栗委員 採択には三尾委員に行っていただいたとのことです。私も過去に参加

させていただいて、先生方が教科書を一生懸命研究されて、その話を聴いてほれぼ

れしたことを記憶しています。どんな状況だったか、感想も含めてお聞かせ願えれ

ばと思います。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 特に研究調査員の方々には、本当に丁寧に細かく教科書を見て研究調

査をしていただいたのがまず大きな感想です。一日中、朝から晩まで缶詰めで１３

教科について研究調査報告がなされました。それについて、審議し報告され、また

審議し報告され、その中で１５分程が調査員の報告でした。１０の着眼点に沿って

調査された説明がありました。特に東濃独自の着眼点については、東濃の子に最も
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良い教科書について比較検討や一番いい教材の扱い方をしているのはどこの教科書

か具体的に教材、教具で示されていたことに、本当に感心しました。そうして選ば

れていきました。 

 私は２つほど思ったことがあります。一つは小学生の英語の教科書です。これも

調査員が報告して、その後に審議がありました。６年生の夏休みの振り返りを話す

教材がありました。当然、夏休みが終わってからなので過去形になります。一般動

詞の過去形、Ｂｅ動詞の過去形が会話の中や文章に出てきます。これが審議では、

「小学校でそこまでやる必要があるのか」と意見がありました。なるほどと思って、

小学校でＢｅ動詞の変化や一般動詞のｅｄという変化までやる必要があるかと思い

ましたが、調査員はさりげなく「こういう言い方もある」と通り抜けて、詳しくは

中学校で教える」と話されました。英語の教科書の使い方には、すべてが英語の専

門の教員ではないので、各担任、学校の研修も扱い方に必要があると思いました。 

 もう一点は、バーコードからＳＮＳに入っていく資料がありました。これについ

ては、審議の中できちんとふさわしいかどうかを検定したか質問がありました。

入っていくと限りなく入っていけるところもあります。東京書籍など大きな会社は、

情報的な資料を作り入れないようにしていました。これは文科省か県教委へ問い合

わせてくれました。県教委では、そこまでは国の教科書検定では調べていない話で

した。今後そういったＳＮＳ、情報ネットでどこまで入れるのか、どんな資料にた

どり着けるのか教科書検定の範疇に入ってくるのではないかという気がしました。 

 質問があれば、私で答えられることは答えさせていただきます。 

■教育長 そのほかいかがでしょうか。 

 田島委員。 

■田島委員 ＳＮＳ、スマホを使うことで、胸騒ぎがしました。これは今年からで

すか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 すでに一部の教科書には入っています。これほど全部の教科書のどの

ページにもとなってきたのは今回からだと思いますが。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 国語の教科書を見ましたら、著者やニホンカモシカという言葉があっ

て、ニホンカモシカの種類などを調べると、どこへ入っていくのか非常に不安にな

りました。どのページにあるわけではなくて１冊に５、６個です。そんなにたくさ

んではないですが、２４時間しかない中でこんなにいろいろな資料、情報を見なけ

ればならないのかと思って、子どもたちはどう生活できるのか非常に不安になりま

した。今、説明を聞いて少しは安心しましたが。 
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 その他は重さのことです。この国語の教科書もとても重いです。私たちのときに

はＢ５版で普通紙でした。今はＡ４版で紙の質も変わり、上下巻が一緒になったの

もたくさんあります。いつでも勉強できるためですか。１冊が本当に重くなった。

昔はランドセルを背負っている子は、はし箱のはしの音や教科書の動く音が、子ど

もたちが走るときの音でした。今はもう教科書が動くどころではなく、体重の２

０％ほどのものを背負わなければならないということです。１、２年だと背骨にも

あまり良くないのではないかと思います。中津川では教科書を学校に置いていって

もいいのですか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 教育委員会として一律にこうしなさいという指示は出しておりません。

ただ、それに配慮するようには依頼しております。各学校におきましては、１クラ

スの人数も大変少なくなったこともあり、余裕があるロッカーも増えておりますの

で、かばんを置く以外のロッカーもあることから、ロッカーにこの教科の教科書や

資料という指定をしながら、ある程度の教科は学校に置いていってもいいというき

まりを作って対応しております。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 そのロッカーに教科書を置いて、教科書に何か書き込まれたり、隠さ

れたりすることも懸念されますが、そういうことは考えていますか。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 学校側の思いとしては家でも学習させたい。やりたいと思ったときに

身近に教科書を置かせたいという思いや、私物が学校内に残ることによって、委員

のおっしゃるような無用なトラブルを起こしたくない。様々な思いから教科書の持

ち帰りを指示してきたのですが、最大限の配慮をしながら行なっていくことで、現

在、置いていった教科書を巡って何らかのトラブルがあったという報告は受けてい

ません。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 教科書を選ばれる中でのベストを探されたということです。よりよい

ひとり立ちをしていく子どもたちのためになるものと、ひょっとしたら先生方の使

い勝手のいいものは、違うような気がします。毎年教科書を見せていただくと、も

のすごく至れり尽くせりです。昔は一人一人が工夫していたような気がします。そ

の工夫をしなくて済むように、たとえば技術の教科書には包丁を入れる角度、力ま

でしっかりと載っています。それらには、工夫してできたら嬉しいこともきっとあ

ると思います。全部網羅された教科書がすごく心配なんですが、選んでいる先生方

はそういう懸念はないですか。 
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■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 質疑応答の中でも様々なご意見がありまして、１３ありますので満場

一致、参加委員全員賛成といったものもあれば、４、５人がそうではない教科書を

というのもありました。その辺りは委員の見方と同じように、これは逆に不必要な

情報ではないのかといったご意見の方もおみえだったと思います。調査研究員の研

究の観点から言うと、教科書を教えるわけではなく教科書で教えるわけですので、

それがすべてではないです。そういった二次元バーコードを使ったコンテンツを見

せて、教科書は使わずにまずは映像から入って、という手もありますし、最後にそ

ういったコンテンツを使って復習といった手もあります。教科書に載っていること

すべてを使ってこのまま教えるというわけではないと思います。理科にしても算数

にしても、ページを読み進めていけば答え、結論が書いてあるので、じゃあ勉強し

なくてもいいという話になってしまいますが、そうではなく、実験を通して学んだ

こと、体験を通して学んだことを自分の言葉でもう一度書き留めて、まとめて、学

びになっていくということです。教科書に書いてあるから、丁寧すぎるからそれが

学びにつながらないということではないという解釈の下の調査研究だと解釈してお

ります。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 そうすると、先生の腕のふるいどころでしょうか。子どもにいかにこ

の教科書で工夫させたり、自分の考えを持たせたりというのも、先生にかかってい

るという解釈で育てていかなければいけないわけですね。 

■教育長 小木曽教育次長。 

■教育次長 おっしゃるとおりだと思います。教員にとって一番大事なのは授業を

する力だと思いますし、授業力の中でも一番大事なのは教材の分析力、解釈力、こ

れがなければ教えられません。ですので、教科書自体の扱い方を考えるのは教師と

しての一番の基になるところです。そこをきっちりとやれる教員であればいろいろ

な工夫ができていくと思います。 

■教育長 三尾委員。 

■三尾委員 頭の切れる子だと教科書をパラパラと見ると、すべて分かってしまう

というところもあります。教科書で教えるとなると、活用の仕方が問題になってく

るわけであって、たとえば理科などでは、実験が出ているページがあると、実験結

果とかまとめとか考察まで教科書に出ています。たとえば、ある理科の先生がどう

工夫するかというと、結果、まとめ、考察のあたりは子どもに見せないように何か

で隠させるようにして、まず実体験を通して得た結果を教科書で確認してみようと、

初めてそこでまとめを見ます。一つ一つの教材にいかに子どもの体験や子どもの知
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恵を通して、フィルターを通して出てきた学びなのか、それとも教科書の字面の学

びなのか、これを教える側がきちんと捉えていかないと、文字面だけでも頭に入っ

てしまう教科書です。だから、使い方の点でも研修が必要で、これから若い先生が

増えてくる中で、教科書だけにしないことで、同じ教科書でも重みが違ってくると

思いました。 

■教育長 田島委員。 

■田島委員 確かに、教科書を見れば、先生に教えてもらわなくても一人で勉強で

きてしまうものがもう出来上がっています。それを工夫して、子どもたちの体験を

通しての学びに変えていくということを、先生方に指導していくためには、教育研

修所長はどうお考えですか。 

■教育長 花田教育研修所長。 

■教育研修所長 学びが今後変わっていくと言われています。私どもも、子どもた

ちが自ら考え、仲間と共に自分たちで考えを深めていくような方向で学習が進めて

いけるように様々な研修を行なっています。そのときに教科書は子どもたちにとっ

て大きなヒントとなるものではありますが、子どもたち自身が学びを深めていくこ

とになると、教科書の使い方が大切になってきます。そういった教科書の使い方も

含めて、研修所でも今後、教員に対しての研修を深めていく必要があると考えてい

ます。 

■教育長 そのほかいかがでしょうか。 

 先ほどの教科書の重さでは、国語では１年生から４年生までは上下分冊になって

います。５年生と６年生だけ１冊になっています。ほかの教科も、分冊になってい

るのがほとんどです。 

 それから、採択されようとしている東京書籍の社会の教科書ですが、「わたした

ちの生活と食糧生産」という単元があって、給食の材料について勉強しますが、そ

こに、中津川市の給食の写真がついています。これがあるから採択されたわけでは

ないですが。全国の４つの給食が写真で紹介されており、その中の一つが、こうい

うタイトルです。「恵那どりの夏野菜ソース 岐阜県中津川市」です。 

 それから、地元の材料がないかと一生懸命探していたら、家庭科の教科書で、採

択予定の海龍堂ですけど、ここにも、地域に伝わるお寿司で、写真だけですが「朴

葉寿司 岐阜県」というのが紹介してありますし、地域に伝わるお菓子ということ

で、栗きんとんも全国の特産品のページに紹介されています。子どもたちもこうい

うのを目にすると多少ふるさと意識が芽生えるかなと思います。 

 それから、田島委員が先ほど言われたことで、教員が教科書を使って子どもたち

にどう教えるかということに時間が使えるといろいろ工夫して授業も楽しくなるの
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で、働き方改革は、生徒指導や書類とかじゃなく、教え方を工夫する所に先生たち

が力を注げるようにしていかないといけないと思います。そういう工夫を教員は

きっと喜んで、子どもたちの笑顔を見ながらやってくれると思います。 

 そのほかご質問等ありますか。 

 ご異議がなければ、議第２４号については承認ということでよろしいでしょうか。 

それでは、議第２４号「令和２年度に使用する小学校及び中学校用教科用図書の

採択について」は、原案どおり承認とします。 

 公開が９月１日以降となりますので、資料は後ほど回収させていただきます。 

 これをもちまして、本日の議事は終了しました。ありがとうございました。 

 事務局から次回の開催日程について報告してください。 

川合事務局次長。 

■事務局次長 次回は、令和元年８月２６日、月曜日、１３時３０分からにぎわい

プラザ４－１会議室にて定例会を開催いたします。ご出席よろしくお願いします。 

■教育長 次回は令和元年８月２６日、月曜日、１３時３０分からにぎわいプラザ

ですので、よろしくお願いします。 

 以上で、令和元年第９回中津川市教育委員会を終了といたします。お疲れ様でし

た。 

 

【閉 会（午後 ２時２１分）】 
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